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1項目：協働の体制づくり 

6 
 

 

事業名 プロジェクト事務局運営事業 実施主体 てるはの森の会 

項目-行動計画

-実施項目 
１－３－③ 連携先 連携会議各機関 

事業概要 

（目的） 

関係機関との調整、問合せ対応、事業の企画運営などを行なう。 

年 2回開催の連携会議、月 1回開催の連絡調整会議の連絡調整、資料作成等の

準備を行う。 

  

回数 日時 主な議題 

22 6月 30日 平成 26年度の事業報告、平成 27年度の事業計画 
10周年記念行事について、 
綾プロ管理計画策定の日程等、綾プロの運営について 

23 2月 22日 平成 27年度の事業取組状況、綾プロの運営について 

 

○連携会議 
         
 
 
 
 
 
○連絡調整会議 

回数 日時 主な議題 

1 4 月 20日 

綾プロ 10周年記念行事について 

平成 26年度報告書、平成 27 年度事業計画について 

連携会議日程について 

2 5 月 16日 
綾プロ 10周年記念行事について 

連携会議について、今後の日程について 

3 6 月 30日 

綾プロ 10周年記念行事について 

平成 26年度報告書、平成 27 年度事業計画について 

連携会議について 

4 8 月 4 日 
綾プロ 10周年記念行事について 

今後の日程について 

5 9 月 4 日 
綾プロ 10周年記念行事について 

今後の日程について 

 
6 10月 14日 

綾プロ 10周年記念行事について 

間伐について、連携会議で出た検討事項の進め方について 

7 11月 27日 
間伐作業について、今後の日程について 

連携会議で出た検討事項の進め方 

8 1 月 15日 
間伐作業について、今後の日程について 

連携会議で出た検討事項の進め方 

9 2 月 22日 連携会議について、今後の進め方について 

10 3 月 14日 
間伐体験について、照葉樹林ロングウォークについて 

連絡調整会議の運営について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○綾プロ 10周年記念誌編集委員会  
       全 5回（4月 17 日、4月 20日、6月 10日、8月 4日、8月 19日） 
 
○連携会議で出た検討事項の検討会 全 1回（1月 15日） 



2項目：照葉樹林の保護 
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事業名 

（連携） 

横断的な保全管理計画を策定 

（新規） 

 

実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画- 

実施項目 
２－３－① 連携先 連携会議各機関 

 

事業概要 

（目的） 

  

綾の照葉樹林プロジェクトエリア全域の保全管理計画の策定 

 
平成27年度の委託事業として、綾プロの取組に沿った保全管理を推進するため国有林エリアにお

ける「管理計画書（案）」を作成したところであるが、綾プロ全体（町有林・県有林・国有林）での

管理計画書を策定するため、現在、連絡調整会議において調整を進めている。 
 



2 項目：照葉樹林の保護 

8 

 

 

事業名 綾町森林整備計画の見直し（新規） 実施主体 綾町 

項目-行動計画- 

実施項目 
２－３－① 連携先 

九州森林管理局 

（宮崎森林管理署） 

宮崎県 

 

事業概要 

（目的） 

九州森林管理局が策定中の保全管理計画との連携の中で、平成25年4月に策

定した綾森林整備計画書の見直しを行う。 

 

綾町森林整備計画の見直しを検討中である。  



3項目：照葉樹林の復元 
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事業名 人工林から照葉樹林への復元事業（継続） 実施主体 綾町 

項目-行動計画- 

実施項目 
３－２－① 連携先  

 

事業概要 

（目的） 
綾プロエリア内の町有林の保護、復元に伴う作業の検討及び検証 

 
■ 町有林の間伐については、ほぼ完了。平成２７年度は、実施せず。 

今後の状況に応じて検証の上、必要であれば除伐等も検討。 
 



3項目：照葉樹林の復元 
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事業名 
持続的林業経営エリア及び環境教育エリア

における森林整備（継続） 
実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画- 

実施項目 
３－２－② 連携先  

 

事業概要 

（目的） 

綾の照葉樹林プロジェクトの持続的林業経営エリア・環境教育エリアにおいて、

水土保全機能を高めるため保育間伐等を実施するとともに、復元エリアにおいても

人工林を照葉樹林に復元するための間伐作業を実施した。 

綾の照葉樹林プロジェクト持続的林業経営エリア・環境教育エリア・復元エリアの作業内容 
１ エリア９   水土保全機能を高めるための保育間伐作業を実施 

間伐面積：７．０６ｈａ 
２ エリア１０  水土保全機能を高めるための保育間伐作業を実施 

間伐面積：６３．８７ｈａ 

間伐作業等に必要な林業専用道の整備を実施 

延長：４８４ｍ 

３ エリア５   保護林と保護林との間にある復元エリアのスギ・ヒノキ人工林を抜き切 
りし、かつての照葉樹林へ復元する作業を実施 
間伐面積   １．５９ｈａ（２１００ろ） 

                      
 
 
 
 
 
 
 

間伐状況（２１３９林班）          林業専用道整備状況（２１３９林班） 

  間伐状況（２１００林班） 



3項目：照葉樹林の復元 
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事業名 
 

復元見本林の設置（継続） 

 
実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画- 

実施項目 
３－２－③ 連携先 NACS‐J  

 

事業概要 

（目的） 

  

綾の照葉樹林プロジェクトエリアにおいて、復元見本林の設置を行う。 

 
 照葉樹林への復元の見本となる見本林については、現時点で設置に至っていない。 
 今後も、林道沿い等、アクセス及び立地条件の良い箇所への設定について継続して検討して

いく。 
 

 
      

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



3項目：照葉樹林の復元 
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事業名 
照葉樹林復元ボランティア作業の実施 

（継続） 
実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画- 

実施項目 
３－３－① 連携先 てるはの森の会 

 

事業概要 

（目的） 

  

中尾国有林において、照葉樹林復元のための間伐作業を実施した。 

今回で 17 回目を迎える照葉樹林復元のためのボランティア間伐を、平成 27 年 11

月28日に宮崎県綾町中尾国有林2045に4林小班に設定しているボランティア用見本林おいて、

昨年度に引き続きソーラーフロンティア社（本社、宮崎・国富工場）の職員及び家族 28 人が

参加し実施された。 

 天候にも恵まれ集合場所である綾町・川中キャンプ場において、開会式が行われ主催者を代

表して﨑野健輔宮崎森林管理署長が挨拶。その後、参加者全員で準備体操を行い作業地に移動

し、宮崎森林管理署職員による間伐の実演及び安全指導を受け、森林管理局・署職員の指導の

下、職場の仲間・家族と一緒に楽しく作業を行った。 

 参加した職員・家族は、間伐・玉切り作業が初めて、森林に入るのも初めての人が多く、伐

倒したときの音に歓声が上がるとともに、林内に漂うヒノキの香りを楽しんでいた。 

参加者からは「鋸を使うのは初めて。伐採作業ができるなんて、貴重な経験となりました」

「この森を守ることにより、我々は地下水などの恩恵を受けている。今後もボランティアに参

加し、森を守る活動を続けていきたい。」などの声が聞かれた。 

 なお、第２回を２月に計画していたところ、悪天候により４月に延期したところであったが、４

月も熊本地震により実施できなかったことから中止とした。 
 

    



4項目：照葉樹林の調査研究 
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事業名 
照葉樹林復元の間伐試行モニタリング等及

び綾の照葉樹林プロジェクト管理計画書

（案）の作成に係る業務（新規） 

実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画- 

実施項目 
４－２－② 連携先 NACS‐J 

 

事業概要 

（目的） 

 綾プロ復元エリア№５において、復元のための間伐試行モニタリング及びシカ生

息密度等の調査及び綾プロエリア内の国有林について、管理計画書（案）の作成

を実施。 

★平成24年度に設定した４プロット（10調査区）において、試行伐採（間伐）による実生の発生状

況等及びシカ被害調査を実施。 
○実生全種の本数は、10調査区のうち７調査区で増加、３調査区で減少した。 
○照葉樹林型種の実生本数は、前年度と比較すると一部を除き増加した。 
 前年度と比較すると増加数が鈍化した調査区もあるが照葉樹林型種の実生本数は増加傾向にある。 
 

★復元エリア№５において、シカ生息密度調査を実施。 
○エリア№５において、14箇所の調査区（ベルトトランセクト）を設定し調査。 
○調査結果から生息密度を算出すると、エリア№５では17.27頭／㎢となり、復元エリア№３・５・

６の中で最も高い生息密度となった。 
 

★伐り置き残材が下層植生へ与える影響調査を実施。 
○実生個体の消失・加入については、残材あり区、残材なし区の両方において、消失個体と加入個

体が確認された。消失本数も加入本数も残材なし区が多く、シカ被害等により消失する個体が多い

ものの、間伐による光環境の改善により加入個体数も多くなっている。 
 一方、残材あり区では、シカ食害等の攪乱の影響から逃れて消失本数が少ないものの、新規個体

加入の機会が減少しているためか、加入個体数も少なくなっている。 
 加入個体数が少なくなった原因として、残材や枝条の大量配置による光環境の悪化が考えられる。 
○伐り置き残材の設置方法について 
①残材の設置本数は、１㎡あたり３～４本以下になるよう設置する。 
②残材を積み上げる際は、枝葉も含めて40～60㎝程度の高さでよい。 
③枝葉の過度な設置は、林床への光の到達を阻害する可能性があるので、林床一面を覆ってしま

う置き方はしない。 
との現時点での結果である。 

 

★綾の照葉樹林プロジェクト管理計画（案）の作成 
○綾プロの取組に沿った保全管理を推進するため国有林エリアにおける「管理計画書（案）」を作成

した。 



5項目：照葉樹林を通しての環境教育 
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事業名 

（連携） 

環境教育のための行動計画を策定 
（継続） 

 

実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画- 

実施項目 
５－１－① 連携先 連携会議各機関 

 

事業概要 

（目的） 

  

環境教育エリアの活用、また、環境教育実践のための基本方針を綾プロ内で決定

する。 

 
平成26年12月に中間取りまとめが行われているが、最終的な基本方針の取りまとめが出来ていない

ことから、平成28年度において基本方針策定に向け取り組む。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



5項目：照葉樹林を通しての環境教育 
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事業名 照葉樹林環境教育講座（継続） 実施主体 綾町 

項目-行動計画- 

実施項目 
５－１－③ 連携先  

 

事業概要 

（目的） 
綾小中学生に対する環境教育の実施 

 
■綾の自然についての講話 
 １ 日 時： 平成27年5月18日（月）  
 ２ 場 所： 綾中学校 
３ 内 容： 綾中学校 1 年生 50 名に対し、宮崎や綾の自然（照葉樹林と里山）の紹介と、自然

観察のポイントについて、講話を行った。 
 

 ■綾の自然を学ぶ野外学習 
 １ 日 時： 平成27年6月4日（木）  
  ２ 場 所： 照葉大吊橋・川中自然公園 
  ３ 内 容： 綾中学校１年生を対象に、照葉大吊橋と川中自然公園にて、照葉樹林や生き物な

どの説明と自然観察を行った。生徒たちが今後行われる霧島での自然観察の際に、

綾と比較ができることを考慮して、推進室で内容を計画した。 
 

    
 

 
              
 



16 

 

 

事業名 生涯学習講座（継続） 実施主体 綾町 

項目-行動計画- 

実施項目 
５－1－③ 連携先  

 

事業概要 

（目的） 

町民を対象に照葉樹林文化を学ぶ講座を開設（教育委員会と連携） 

 

講座実施状況 6月から実施  延べ 205名参加 

回 数 日 程 参加人数 開催場所 内 容 講 師 

第 1 回 6月9日 (火) 23名 千尋の滝周辺 植物観察 河野耕三 

第 2 回 7月14日 （火） 27名 北麓周辺 植物観察・修験道の滝 河野耕三 

第 3 回 8月11日 （火） 12名 尾谷川沿い 里の植物観察 河野円樹 

第 4 回 9月8日 （火） 26名 茶臼岳林道 国富照葉樹林帯の林道散策 河野耕三 

第 5 回 10月13日 （火） 23名 倉輪 秋の田園風景・植物観察 河野耕三 

第 6 回 11月10日 （火） 19名 川中ｾﾗﾋﾟｰ基地 後藤宅跡・炭焼き釜跡紹介他 河野耕三 

第 7 回 12月8日 （火） 15名 大口県有林 トレッキングコースを散策 河野耕三 

第 8 回 1月12日 （火） 18名 役場周辺 里の植物や史跡・武家門等 河野耕三 

第 9 回 2月9日 （火） 19名 上畑 森と里の境界の植物観察 河野耕三 

第1 0回 3月8日 （火） 23名 古屋 植物観察・スミレ等 河野耕三 

 

※ 上記の定期講座の他に、参加者を募り式部岳を登山した。 

日程：4月29日（土） 講師：河野耕三・河野円樹   参加人数 7名 

 

  













6項目：プロジェクトの情報発信 

22 
 

 

事業名 ホームページ等による情報発信 

（継続） 実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画- 

実施項目 
６－２－③ 連携先  

 

事業概要 

（目的） 

  

綾の照葉樹林プロジェクトでの取組について、局ホームページ等に掲載し広く情

報を発信する。 

 
 
○九州森林管理局のホームページに平成27年度までの各種取り組みについて掲載し、情報を発信し

た。 
 
http://www.rinya.maff.go.jp/kyusyu/aya/torikumi.html 
 
 
○九州森林管理局で発行している広報誌「広報 九州」にも、各種会議、イベント等を掲載し、情

報発信した。 
http://www.rinya.maff.go.jp/kyusyu/koho/koho_si/koho_kyusyu/index.html 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

http://www.rinya.maff.go.jp/kyusyu/koho/koho_si/koho_kyusyu/index.html�
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事業名 普及啓発事業（継続） 
実施主

体 
てるはの森の会 

項目-行動計画

-実施項目 
６－２－③ 連携先 全 

 

事業概要 

（目的） 

ホームページの更新やニュースレターの発行、イベントでの展示ブース出展等の広

報活動を行なう。 

ホームページ上にて報告書を掲載。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○木づかい体験 
イベント 
ブース出展 

 (7 月 25 日) 
 ・綾プロ 10 周年 

記念関連 
イベント 

 
 
 

 

○広報誌「照葉樹林だより」の発行 
・第 42 号  6 月 20 日発行： 
研究「アカガシと周辺のコケウォッチング」 

・第 43 号  10 月 20 日発行： 
特集「綾の照葉樹林プロジェクト 10 周年」 

・第 44 号 12 月 20 日発行： 
特集「ナラ枯れ問題」 

・第 45 号  3 月 31 日発行： 
特集「てるはの森の会 10 周年」 

 
○てるはの森の会のホームページ    

 http://teruhanomori.com/ 
 

○てるはの森の会 facebook での情報発信  

○赤谷プロジェクト事業説明会 
 ブース出展（11 月 8 日） 
  

○生物多様性アクション大賞 
 「つたえよう」部門優秀賞受賞 
 国連生物多様性の10年日本委員会主催 
  

http://teruhanomori.com/�
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事業名 
（連携） 

綾プロ設立 10 周年事業（新規） 
実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画- 

実施項目 
６－２－④ 連携先 連携会議各機関 

事業概要 

（目的） 
10 周年記念行事を行い、広く一般にプロジェクトの内容を知ってもらい、会員の拡

大を図る。 

【５月17日】 
 ○「新緑の綾の森へ行こう」の開催 
  綾町内外より約50名が参加して、10周年記念イベントを開催。参加者は大森岳林道コース・県

有林遊歩道コースに分かれてガイドの説明のもと綾の照葉樹林を散策した。 
昼食では、シシ汁とおにぎりのふるまいが行われ、その後、綾の照葉大吊り橋広場において、

語り部による綾にまつわる昔話が披露され、綾プロの存在をアピールすることができた。 
 

      
大森岳コース               県有林コース 

      
ふるまい               語り部による昔話 

【９月５日】 
 ○「10周年記念フォーラム」の開催 
  内容は九州森林管理局の事業で報告 
 ○「10周年記念誌」の発行 
 内容は九州森林管理局の事業で報告  
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事業名 
綾プロ 10 周年記念行事（フォーラム）の開催 

（新規） 
実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画- 

実施項目 
６－２－④ 連携先 てるはの森の会 

事業概要 

（目的） 
綾プロ協定締結 10周年を迎え、記念フォーラムを開催した。 

 

 このプロジェクトにおける 10 年間の検証と今後の展望について、地域住民の方々を

交え意見交換を行うとともに、本プロジェクトに対する一層の理解を深めることによ

り、今後のプロジェクトの推進を図ることを目的に、「綾の森が歩んだ 10 年、これか

らの 10 年」と題し、記念フォーラムを９月５日に綾町の高年者研修センターにおいて

約 190 名が参加の中、開催された。 

 フォーラムの第一部として九州局の中山業務管理官、宮崎県の内田欽也副知事の挨

拶のあと、﨑野宮崎森林管理署長による綾プロの概要及び各種取組について報告、及

び綾プロと兄弟プロジェクトと言われる、関東森林管理局での「赤谷プロジェクト」

の取組等について、赤谷森林ふれあい推進センターの藤澤将志所長による基調報告が

行われた。 

 第二部では、地域住民の方々からの質問や提案を通して今後の綾プロの在り方や、

いかに地域に根ざした活動としていくのか考えるため、綾町民５名、綾プロ協定者５

名による、「綾プロの 10 年 そこが聞きたい これが言いたい」と題したパネルディ

スカッションを開催した。 

 この中では、「綾プロの活動を通じて、町民が綾の良さに気づくことができた」「綾

プロの町内への浸透をもっと図るべき」など色々な意見を聞くことができた。 

 最後に日本自然保護協会の亀山章理事長、綾町の前田穰町長の挨拶により閉会とな

った。 
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事業名 
照葉樹林文化シンポジウム運営補助 

（継続） 
実施主体 綾町 

項目-行動計画- 

実施項目 
６－２－④ 連携先 

綾の自然と文化を 
考える会 

 

事業概要 

（目的） 
実行委員会への補助 

【第２１回 照葉樹林文化シンポジウム】 
日  時   平成28年2月14日（日）午後１時～午後5時30分  交流会 午後6時～ 
場  所   高年者研修センター 
参加人数   約40名 

開会挨拶 
シンポジウム実行委員長 郷田美紀子 
綾町長 前田穰 

神事 綾神楽奉納 

基調講演 

 

「森があって神楽があったⅡ」 

三上敏視氏 

「神楽ビデオジョッキー 森の神楽への招待」 

 ビデオを上映しながら、各地の神楽の紹介があった。 

高見乾司氏による基調講演 

「綾神楽復元への旅」 

・今年で連続 3回目の講演。33番からなる神楽の構成について、 

各地の具体例をあげながら、説明が行われた。 

 

 

    

      １曲残っている綾神楽             三上氏の講演 
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事業名 
事業説明会の開催 

（継続） 
実施主体 九州森林管理局 

項目-行動計画- 

実施項目 
６－２－⑤ 連携先 連携会議各機関 

 

事業概要 

（目的） 

  

綾町町民等を対象に事業説明会を開催し、各機関での取組を説明する。 

 
綾町民を対象に毎年開催している、綾プロの事業説明会を 2月 14日の「綾町公民館大会」に

合わせて実施した。 

 当日は、綾町公民館ホールに約600名が参加する中、宮﨑森林管理署より「綾プロの10年間

の取組と成果」について報告がなされるとともに、綾プロ主催で5月21日に開催予定である「綾・

照葉樹林ロングウォーキング」への案内が綾町よりなされ、多くの町民へ参加を呼び掛けた。 
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事業名 

環境学習事業 

照葉樹林ガイドボランティア事業補助 

（継続） 

実施主体 てるはの森の会 

項目-行動計画

-実施項目 
６－３－① 連携先 綾町 

 

事業概要 

（目的） 

大吊橋周辺遊歩道などで照葉樹林の貴重さや綾プロを普及させるため、照葉

樹林ガイドボランティア実践活動やプロジェクトの視察対応、広報活動を行う。 

① 照葉樹林ガイドボランティア実践活動 

綾町照葉樹林の代表的景勝地大吊り橋周辺遊歩道2㎞をボランティアガイドの案内で散

策する。                       参加者合計 13回 226名 

実施月 実施回数 参加者数 実施月 実施回数 参加者数 実施月 実施回数 参加者数 

4 月 １回 1 名 8 月 なし － 12 月 1 回 8 名 

5 月 2 回 37 名 9 月 2 回 6 名 1 月 なし － 

6 月 なし － 10 月 3 回 61 名 2 月 なし － 

7 月 なし － 11 月 2 回 33 名 3 月 2 回 80 名 

  

・上畑体験ツアーを12月5日、1月8日に実施した。   参加者は28名 

・ガイドスキルアップ研修を1回実施した。      参加者は4名 

 

② 視察対応                            計 5 回  

9 月 15 日 火 金沢大学(香坂） 

10 月 25 日 土 ジオパーク 

11 月 21 日 土 イオン木育視察 

12 月 10 日 木 宮崎大学学生 ガイド聞き取り 

12 月 14 日 月 国土交通省 

 
③ 広報                         下記を含む   計 7回 

 7 月 25 日 土 木づかい体験イベント出店 綾町 

9 月 8 日 火 ＥＳＤ事業説明会 福岡 

9 月 5 日 土 １０周年記念フォーラムブース 綾町 

11 月 6 日～9 日   赤谷プロジェクトブース出展 群馬県 

12 月 12 日 土 生物多様性アクション大賞優秀賞 東京 

12 月 6 日 日 テレビ宮崎 クリーンアップ作戦 綾町 

2 月 9 日 火 ＮＨＫインタビュー 綾町 
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事業名 森林セラピー基地整備事業（継続） 実施主体 綾町 

項目-行動計画- 

実施項目 
６－４－① 連携先  

 

事業概要 

（目的） 
森林セラピー推進協議会で、ロードの整備、案内人の募集・養成を行う 

① 森林セラピーガイド 

森林セラピーガイドを 11回、161 人に対して行った。 

現在ガイドは 21 人が登録している。 

ガイド連絡会を 5回、川中の草刈りを 1回実施。 

 

② 森林セラピー関係機関会議 

〇全国ネットワーク会議 

会員 51 団体   

・総会（東京） 7月 9日 綾町は理事 

〇九州・沖縄ネットワーク会議 

会員 11団体 

・総会(福岡県篠栗町） 5月 27 日 

・担当者会（基地持ち回り） 3回（福岡県豊前市、沖縄県国頭村、宮崎県綾町） 

・イベント 「森コン」鹿児島県霧島市で開催 

※森林セラピー基地を活用した婚活イベント 
 

③ コース等整備 
新規コース設定なし。川中コースとまちなかコースをうまく利用し、梅雨時期から夏場、 
台風シーズンには、町内業者にコースの巡回と補修箇所があれば補修をお願いしている。 
 
                        
※綾町の森林セラピー事務局を、平成 28年度からユネスコエコパーク推進室とした。 

（平成 19年度の協議会設立から 27年度まで農林振興課が担当してきた。） 

 
 

 



7項目：照葉樹林と共生した地域づくり 

30 
 

 

事業名 地域づくりワーキングの設置と運営 
事業補助（継続） 

実施主体 てるはの森の会 

項目-行動計画-
実施項目 ７－１－① 連携先 綾町 

 

事業概要 

（目的） 

地域づくりＷＧは、綾プロジェクトの推進体制や当プロジェクトを活用した地域振興

等に関する事項を検討し、住民参加を促すことを目的とする。 

 

平成 24年より綾町の地域自然調査（MAPづくり）を進め、綾里歩き「ひゃらひゃーつウォーク」

と名付け活動を引き続きおこなった。3コースのパンフレットの修正・検討を重ね、実施方法の検討、

提案も行った。また綾里ガイド養成講座を開講し意見交換やガイド研修を受けた。 
また、小さな町で地域おこしに頑張っている「西米良村」を訪れ、温泉施設「ゆた～と」や飲食

店「小川作小屋」を視察し、地域の人と意見交換を行う、視察研修を実施した。  

 

 
日   程 講 座 内 容 

参 加

人数 

1 Ｈ27.6 月 17 日(水) 

    19：00～21：00 

綾ひやらひゃーつ ウォークについて 
西米良村視察報告 今後の進め方 

11人 

2 Ｈ27.7 月 15 日(水) 

    19：00～21：00 

綾ひやらひゃーつ ウォークについて 
今年度の進め方 

6人 

3 Ｈ27.8 月 19 日(水) 

    19：00～21：00 

綾ひやらひゃーつ ウォークについて 
今年度の進め方 

6名 

4 Ｈ27.9 月 30 日(水) 

    19：00～21：00 

綾ひやらひゃーつ ウォークについて 
視察について 

6名 

5 Ｈ27.10 月 30日(金)～31日（土）    西米良村視察 10名 

6 Ｈ28.1 月 19 日(火) 

    18：30～19：00 

綾ひやらひゃーつ ウォークについて 
今後の進め方 

8名 

 

7 Ｈ28. 2月 16日（火) 

19：00～21：00 

綾ひやらひゃーつ ウォークについて 
綾ひやらひゃーつ ウォーク看板について 
来年度の地域づくりＷＧの進め方、人選について 
地図について 

7名 

8 Ｈ28. 3月 24日（木)  来年度の地域づくりＷＧの進め方、人選について 10名 
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事業名 照葉大吊橋森の驛運営事業  実施主体 てるはの森の会・ 

項目-行動計画

-実施項目 
７－１－② 連携先 綾町 

 

事業概要 

（目的） 

照葉大吊橋食堂跡地において、「てるは森の驛」（1F：無料休憩所、照葉樹林に

関するビデオコーナーやパネル等を展示、2Ｆ：木のおもちゃで遊べる木育体験

コーナー、3F:飲食物を提供する軽食堂）を運営する。 

 

○3F: 飲食物を提供する軽食堂「てるは森の驛」   ○2F： 木育広場として活用 

   

  
                           

 

 

 

 

 

 

食堂のようす                      木育広場 

○1F：森の紹介ビデオコーナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

               ビデオコーナー                   
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事業名 ふれあい調査（継続） 

 
実施主体 てるはの森の会 

連携先 綾町 項目-行動計画-

実施項目 
７－１－③ 

 

事業概要 

（目的） 

地域の人たちと自然とのふれあい（土地の自然に対する思い、生活での自然との

かかわり、照葉樹林とのかかわり等）を調べることで、地域の自然とくらし、文化、歴

史など地域の価値を再発見する。これを照葉樹林プロジェクトにおける資料として

活用し、人々の思いを大切にしながら、住民参加のもと、照葉樹林の保護・復元

を進めるものである。 

 
平成 27 年度は、全 21 回におよび検討会や現地調査、聞き取り調査をおこなった。綾森林鉄道綾

南線について、沿線沿いに住む人の暮らしについて、多くの聞き取り情報を得ることができた。そ

の中から川中自然公園を中心にして、マップつき冊子をとりまとめた。『綾町・金峰山 川中嶽 照

葉の森が育む山のくらし』と題した本冊子は、山のくらし、信仰、林業の 3 つにテーマを絞りまと

めた。 
事業後半では、川中製材所跡地の測量に入り、製材所の平面図と従業員が住んでいたと思われる

住居跡の位置関係を図面におこすことができた。 
また、上畑地区の聞き取り記録集をまとめた。  
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事業名 
綾町森林・林業関係検討会 

「綾プロ 自然と共生する地域づくり 

支援事業」(新規) 

実施主体 
九州森林管理局 

（宮崎森林管理署） 

項目-行動計画- 

実施項目 
７－３－① 連携先 

綾町 
宮崎県 

 

事業概要 

（目的） 

綾プロの保全管理計画との連携の中で、綾町の計画について綾プロの林業関

係者が検討する。 

 
綾町の森林・林業関係者が綾BRの推進において、それぞれ果たすべき役割、責任を確認しつつ、

課題を共有し課題解決に共に取り組むため、宮崎森林管理署が事務局となり、綾町の森林・林業に

関する検討会が実施されている。 
綾プロエリアだけでなく、綾町一帯の森林計画策定にとって重要な取り組みであるため、ここに記

録する。 
名  称：綾町森林・林業関係検討会 
主  催：宮崎森林管理署 
参加組織：綾町(農林振興課、ユネスコエコパーク推進室)・宮崎中央森林組合 

宮崎県中部農林振興局林務課 
実施概要：第1回 5月18日 綾ユネスコエコパークの概要について確認 
     第2回 6月2日  綾町森林整備計画及び森林経営計画の制度・規制の内容確認 
     第3回 7月7日  綾町森林整備計画のゾーニング設定 
     第4回 8月6日  伐採後の再造林不履行など伐採跡地の放置の存在とその増加について 
     第5回 10月16日 伐採後の再造林不履行に対する解決策について論議 
     第6回 11月24日 市町村森林整備計画のゾーニング、企業参加の森林整備の事例 
     第7回 1月14日 「照葉樹林」の語句の整理、森林整備計画に関する県の指導手順 
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事業名 ユネスコ エコパークとの連携（継続） 実施主体 綾町 

項目-行動計画- 

実施項目 
７－３－① 連携先 連携会議各機関 

事業概要 

（目的） 
綾ユネスコ エコパークと連携することで、綾プロの認知度を高め、活動を活性化 

する。 

 
■綾ユネスコエコパーク（BR）推進の根幹となる協議会等の運営 
 平成 27 年 4 月 綾 BR 専門委員会、まちづくり協議会、綾プロなどの代表者からなり、綾 BR の

総合的管理運営について意見交換する「綾 BR 地域連携協議会」を発足した。 
 平成 27 年 9 月 具体的な綾 BR 推進計画を策定する 3 部会（生物多様性保全・調査教育・地域づ

くり）及び各課課長で構成され、各種部会の意見を集約し、町として推進してい

く「綾 BR 運営会議」を立ち上げ、持続的な地域づくりの運営体制を構築した。 
  平成 27 年 12 月/ 3 月 第 4・5 回 綾 BR 専門委員会を開催した。 
 平成 27 年 7 月~平成 28 年 3 月   まちづくり協議会のワーキングを実施。 
    

      
  ＜綾 BR 地域連携協議会＞        ＜綾 BR 運営会議及び 3 部会＞ 
 

■綾ユネスコ エコパーク年間活動   平成２７年度活動実績  １９７日２２５件  
  前年度、只見と南アルプスがユネスコエコパークに登録されて落ち着きを取り戻し、 
取材対応は減少したが、視察対応や講演等の実施は増加した。（ ）内は綾プロ関連の件数。 

 １ 視察・外部対応          ４２件（３１件） 
 ２ 講義及び講演等の実施       ３６件（１１件） 
 ３ シンポジウム・イベント等の開催  １３件（５件） 

４ 取材対応              ３件（２件） 
５ 調査・作業            ３４件（１７件） 
６ 会議・下見・打合せ等       ９７件（３１件） 
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事業名 

綾ユネスコエコパーク専門委員会、地域連携

協議会への出席。綾町ユネスコエコパーク運

営会議における実施計画策定支援（新規） 

 

実施主体 NACS-J 

項目-行動計画- 

実施項目 
7-3-① 連携先 綾町 

 

事業概要 

（目的） 

 綾ユネスコエコパークの各種委員会に出席し、よりよい保全管理計画策定に向け

てアドバイスを行う。綾生物多様性地域戦略実施計画支援事業において他のユ

ネスコエコパークにおける教育支援施設の運営状況を把握すること。 

各ユネスコエコパーク事務局にアンケートを送付したところ 13 施設について回答を得た。施設の概

要について表に示す。白山ユネスコエコパークは、8 施設に関して回答を得た。最も古い施設は 1954
年に設置された志賀高原 BR の信州大学教育学部志賀自然教育施設であり、最も新しい施設として

は、2012 年に設置された白山 BR の白山平泉寺歴史探遊館まほろばがある。全体として 1970 年以

降に設立された施設が多く、うち 7 件は設立から 20 年以上が経過している。 
 施設ごとのスタッフ数は、臨時職員（嘱託職員を含む）を別にカウントしている。最大人数は屋

久杉自然館の 13 人であり、最少人数は白山文化博物館の 2 人である。13 施設全体の平均スタッフ

数は 6.5 人であり、平均以上の施設は 6 施設だった。ただし、白山 BR の施設はアンケートでは回

答がなかったが、臨時職員を含む可能性があるので臨時職員数は参考値である。 
 綾ユネスコエコパークを含めた７つのユネスコエコパークのうち、研究教育拠点施設をもたない

のは綾ユネスコエコパークのみである事を指摘した。 
 
表 ユネスコエコパークごとの研究教育拠点施設と概要 

ID
ユネスコエ
コパーク

名称 管理 設立年 年代
スタッ
フ人数

正職
員数

うち臨時職
員（嘱託含

む）
予算 備考

1
南アルプス

市
南アルプス市立南アルプス芦安山岳
館

南アルプス市 2003 2000 3 1 2 10,470,000

2 只見 ただみ・ブナと川のミュージアム 只見町 2010 2000 10 4 6 50,000,000

3 石川県立白山ろく民俗資料館 石川県 1979 1970 9 5 4 18,000,000

4 石川県白山自然保護センター 石川県 1973 1970 11 11 0

5 ブナオ山観察舎 石川県 1981 1980 3 3 0

6 市ノ瀬ビジターセンター 石川県 2000 1990 3 3 0

7 中宮展示館 石川県 1973 1970 4 4 0

8 白山文化博物館 岐阜県郡上市 1997 1990 2 2 0 8,400,000

9 福井県自然保護センター 福井県 1990 1980 9 7 2 45,000,000

10 白山平泉寺歴史探遊館まほろば 福井県勝山市 2012 2010 3 3 0 11,000,000

11
屋久島（・
口永良部）

屋久島町屋久杉自然館 屋久島町 1989 1980 13 9 4 34,000,000

12
大台ヶ原大

峯山
（・大杉谷）

大台ヶ原ビジターセンター 環境省 1992 1990 12 2 10 40,000,000

13 志賀高原
信州大学教育学部　志賀自然教
育研究施設

信州大学 1954 1950 3 3 0 0 不明

143,504,000

白山
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事業名 
綾生物多様性地域戦略 実践支援事業 

（新規） 
実施主体 綾町 

項目-行動計画- 

実施項目 
８－１－③ 連携先 NACS-J 

 

事業概要 

（目的） 

綾生物多様性地域戦略の内容を実際に実施していくための綾町内での活動を 

委託する 

 

■綾プロエリア内林床植生調査 

日本自然保護協会、林床調査ボランティア、綾町ユネスコエコパーク推進室と連携し、綾プロ

エリア内で実施している林床植生の調査を継続して実施。過去の調査結果との比較から林床植生

の組成の違いを明らかにした。 

・日 時：2015 年 11 月 29 日 

・参加者：11名（うち 4名スタッフ） 

  

 

■生物多様性地域戦略実施支援 

平成 26年度に策定した生物多様性地域戦略の内容を実践するにあたり、日本自然保護協会から

助言を受け、綾ユネスコエコパーク管理運営計画との整合性をはかる上で留意すべき点等につい

てとりまとめた。 

 

■情報収集 

国内外のユネスコエコパークや自然環境保全管理計画に関する情報を収集した。 
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